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山
南
の
歴
史

田
口
義
之

地
名

の
由
来

山
南
の
地
名
は
、
沼
隈
半
島
の
中
心
を
な
す
馬
青
山
山
塊
の
常
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
と
い
わ
れ
る
。
周
辺
の
地
名
を
見
る
と
、
半
島
の
ほ
ぼ
中
央

に

『山
田

（現
在
の
熊
野
町
）
」
が
あ
り
、
そ
の
北
に
山
北
、
南
に
山
南
が
あ
る
。

古
代
半
島
の
中
央
に
位
置
す
る
山
田
盆
地
が

『山
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
南
北
を
そ
れ

ぞ
れ

『山
北
」

「山
南
」
と
称
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「山
」
は

『邪
罵

台
目
』
の

「邪
層
」
に
通
ず
る
非
常
に
古
い
地
名
で
あ
る
。

古
代

の
山
南

こ
の
地
は
、
南
に
開
け
た
谷
筋
だ
け
に
古
く
か
ら
人
類
の
営
み
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
は
少
な
い
。
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
弥
生
時
代
の
追
跡
も
発
掘
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

た
だ
し
、
藤
生
期
に
入
る
と
点
々
と
遺
物
を
出
土
す
る
場
所
が
見
付
か
っ
て
い
る
。

中
で
も
現
在
日
枝
神
社
の
神
宝
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
弥
生
時
代
の
平
形
鋼
剣
は
注

目
さ
れ
る
。
こ
の
銅
剣
は
本
来
神
社
東
方
の
巨
岩
の
下
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
に
鯛
剣
を
無
祀
の
対
象
と
し
た
人
々
の
集
団
が
存
在
し
た
こ

と
を
物
園
っ
て
い
る
。

・ヽ
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日枝神社所蔵の平璽鯛劇
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彙田氏の居織と

伝わる丸山城薄

典型的な土居形

式の山壌で起濠

は古いと考えら

れる

中
世
の
山
南

山
南
の
古
代
史
を
物
語
る
遣
跡
や
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
の
た
め
奈
良
か

ら
平
安
に
か
け
て
の
歴
史
も
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
地
の
歴
史

を
史
料
に
基
づ
い
て
述
べ
る
場
合
は
、
次
の
鎌
倉
時
代
か
ら
に
な
る
。

こ
の
地
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
地
で
あ
っ
た
だ
け
に
当
初
は
平
家
の
勢
力
が
強
く

及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
傍
証
の

一
つ
が
山
南
の

一
支
谷
。
通
称

「平

家
谷
」
と
呼
ば
れ
る
横
倉
で
あ
る
。
だ
が
、
鎌
倉
幕
府
の
開
段
と
と
も
に
こ
の
こ
と

は
か
え
っ
て
幕
府
の
力
が
強
く
及
ん
で
く
る
原
因
と
も
な
っ
た
。
幕
府
は
平
家
与
党

の
人
々
の
領
地
を
平
家
没
官
領
と
し
て
没
収
し
、
か
わ
っ
て
東
日
の
御
家
人
た
ち
を

地
頭
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

山
南
の
地
頭
に
就
い
て
は
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の
厳
島
反
故
裏
経
文
書

の
解
読
に
よ
っ
て
執
権
北
条
氏
の

一
族
大
仏
氏
が
鎌
倉
後
期
に
は
そ
の
地
位
に
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
北
条
氏
の

一
族
は
全
国
の
要
所
を
領
有
し
て
お
り
、
こ
の
地

も
内
海
航
路
の
要
所
と
し
て
北
条
氏
が
確
保
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
同

文
書
に
よ
る
と
、
大
仏
氏
は
こ
の
地
に
直
接
入
部
し
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
同
家
の

機
官
や
備
後
守
護
で
あ
っ
た
長
井
氏
が

「請
所
」
と
し
て
年
■
の
収
納
を
請
け
負

っ

て
い
た
。

―′―
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真
宗

の
拠
点
光
照
寺

山
南
の
歴
史
を
語
る
場
合
避
け
て
通
れ
な
い
の
は
浄
土
真
宗
の
西
日
布
数
の
最
初

の
拠
点
と
な
っ
た
光
照
寺
の
存
在
で
あ
る
。
同
寺
は
寺
伝
に
よ
る
と
宗
祖
親
鸞
の
高

弟
で
あ
っ
た
明
光
が
師
の
委
嘱
を
受
け
て
こ
の
地
に
下
向
し
、
光
照
寺
を
創
建
。
以

後
そ
の
経
承
者
に
よ
っ
て
真
宗
の
教
線
を
拡
大
し
、
戦
国
時
代
に
は
山
陰
山
陽
で
数

百
ケ
寺
の
末
寺
を
擁
す
る
大
勢
力
と
な
っ
た
と
い
う
。
光
照
寺
が
近
世
初
頭
に
は
浄

土
真
宗
の

一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
初
期
の
様
子
に

つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
も
そ
も
明
光
は
鎌
倉
の
最
宝
寺
を
開
い
た

人
物
で
、
そ
の
教
義
も
親
鸞
の
教
え
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

明
光
派
の
教
義
は

「絵
系
目
」
「名
帳
』
に
名
前
や
肖
像
を
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
往
生

の
要
腑
で
あ
り
、
師
弟
の
相
承
を
重
ん
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
明
光
派
の
光
照

寺
が
本
願
寺
と
接
近
す
る
の
は
鎌
倉
時
代
末
期
、
本
願
寺
の
存
覚
が
こ
の
地
に
滞
在

し
た
こ
と
に
始
る
と
考
え
ら
れ
、
戦
国
期
の
天
文
年
間
に
は
本
願
寺
の
証
如
よ
り
直

末
同
様
の
待
遇
を
受
け
て
い
る

（
『天
文
日
配
」
）
。
光
照
寺
と
鎌
倉
の
最
宝
寺
の

関
係
は
江
戸
時
代
初
期
に
至
る
ま
で
本
末
の
関
係
を
持
ち
、
光
照
寺
が
本
願
寺
門
跡

の

「連
枝
」
近
江
本
行
寺
の
末
寺
に
な
る
に
及
ん
で
関
係
を
絶
っ
た
。

な
お
、
広
島
県
西
部
は
真
宗
の
信
者
が
多
く

「安
芸
門
徒
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
光
照
寺
の
末
寺
に
当
た
る
二
次
の
照
林
坊
が
県
北
か
ら
山
陰
に
か
け

て
教
線
を
拡
大
し
、
そ
の
末
寺
で
光
照
寺
か
ら
み
る
と
又
末
寺
に
あ
た
る
甲
田
町
の

高
林
坊
が
安
芸
の
拠
点
寺
院
と
な
っ
て
教
穣
を
広
げ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
す
な

わ
ち
、
安
芸
門
徒
の
起
源
は
備
後
山
南
の
光
照
寺
に
あ
る
の
で
あ
る
。

光照寺蔵『性系目』嘉■元年館
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九
州
探
題
渋
川
氏

鎌
倉
幕
府
の
減
亡
に
よ
っ
て
北
条
氏
が
減
ん
だ
後
、
こ
の
地
は
足
利
氏
の

¨
門
渋

川
氏
の
支
配
下
に
入
り
、
職
国
時
代
を
迎
え
る
。
渋
川
氏
は
足
利
氏
に
き
わ
め
て
近

い

一
族
で
、
南
北
朝
時
代
に
足
利
二
代
将
軍
義
詮
の
正
妻
を
出
し
た
こ
と
か
ら
豊
町

幕
府
で
大
き
な
勢
力
を
持
っ
た
武
円
で
あ
る
。
山
南
の
領
有
は
南
北
朝
の
初
期
に
さ

か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
同
氏
が
九
州
探
題
を
世
襲
し
た
こ
と
か
ら
京

都
と
九
州
を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て
備
後
の
所
領
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
渋
川
氏

の
備
後
に
お
け
る
拠
点
は
三
原
市
の
八
幡
町

一
帯
で
あ
る
が
、
山
南
地
域
の
支
配
に

も
力
を
注
い
だ
よ
う
で
、
浄
土
宗
の
悟
真
寺
は
同
氏
の
外
護
の
下
に
栄
え
、
渋
川
氏

の
山
南
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

渋
川
氏
が
本
格
的
に
備
後
に
拠
点
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
職
国
期
の
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
州
を
没
落
し
た
渋
川
義
陸
は
本
拠
を
三
原
の
八
幡
に
置
き
、

改
め
て
父
祖
伝
来
の
備
後
の
所
領
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
。
山
南
も
ま
た
晨
陸

・
義

正

Ｄ
陸
景
と
続
く
渋
川
三
代
が
そ
の
支
配
に
意
欲
を
見
せ
た
と
こ
ろ
で
、
桑
田
氏
や

岡
本
氏
な
ど
の
在
地
の
上
豪
は
そ
の
被
官
と
し
て
同
氏
の
山
南
支
配
の

一
翼
を
担

っ

た
。
だ
が
、
渋
川
三
代
の
治
世
も
天
正
元
年

（
¨
五
七
二
）
幕
を
開
じ
た
。
同
年
に

没
し
た
陸
景
に
は
子
が
な
く
、
当
時
安
芸

・
備
後
の
大
守
と
な
っ
て
い
た
毛
利
氏
が

そ
の
存
続
に
冷
淡
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

彙田家文書潰川菫正壼状写

ム
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山
南
の
上
豪
と
山
城

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
領
主
権
者
は
、
鎌
倉
時
代
の
北
条
氏
か

ら
、
〓
町
職
目
期
の
渋
川
氏
、
そ
の
後
の
毛
利
氏
と
変
選
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
し

か
し
、
実
際
に
村
作
り
を
行
い
、
在
地
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
の
は

「土
豪
」
戒
い

は

「地
侍
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
の
実
力
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

山
南
地
方
の
上
豪
と
し
て
最
初
に
現
れ
る
の
は
箱
田
氏
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
平
家

の
末
葉
と
伝
え
、
山
南
の
中
央
に
森
脇
山
城
を
築
き
、
戦
日
時
代
の
初
頭
ま
で
勢
力

を
持
っ
た
。
ま
た
、
矢
栗
城
主
と
伝
え
る
工
藤
氏
も
浄
土
寺
文
書
に
姿
を
現
し
、
古

く
よ
り
在
地
の
有
力
者
と
し
て
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

職
国
時
代
、
渋
川
氏
が
こ
の
地
の
支
配
を
強
め
る
と
、
そ
の
被
官
と
し
て
力
を
伸

ば
し
て
い
っ
た
の
が
、
以
後
近
代
に
至
る
ま
で
地
域
に
大
き
な
影
響
力
を
維
持
し
た

桑
田
氏
で
あ
っ
た
。
桑
田
氏
は
伝
承
に
よ
る
と
九
州
の
名
門
大
友
氏
の

一
族
と
伝
え
、

何
鹿
城
の
桑
田
氏
、
丸
山
城
の
桑
田
氏
は
共
に
天
文
年
間
、
相
次
い
で
こ
の
地
に
来

住
し
て
山
城
を
構
え
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
伝
承
が
真
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
史
料
の
上
で
の
彙
田
氏
の
初
見
は
、
天
文
十

六
年

（
ア
五
四
七
）
の
渋
川
義
正
宛
行
状
で
、
桑
日
藤
三
は
渋
川
氏
か
ら
山
南
の
内

で
給
地
を
発
行
わ
れ
て
い
る
。
以
後
、
桑
田
文
書
に
よ
る
と
、
桑
田
氏
は
渋
川
氏
や

小
早
川
氏
と
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
，
渋
川
氏
や
小
早
川
氏
の
下

に
あ
っ
て
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
判
現
す
る
。
丸
山

・
何
度
の
両
城
は
こ

の
桑
田
氏
の
居
城
と
伝
え
ら
丸
山
城
は
土
居
形
式
の
山
城
と
し
て
、
何
鹿
城
は
戦
国

期
の
山
城
と
し
て
い
ず
れ
も
典
型
的
な
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

彙田氏の居壇と伝える何度 (いかづか)城諄
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慶長 18年福島正目が

代官口島美作守に命じ

て綺させたもの

近
世
の
山
南

慶
長
五
年

（
一
六
〇
０
）
の
関
が
原
合
戦
に
よ
っ
て
毛
利
氏
が
防
長
二
国
に
移
封

さ
れ
る
と
、
芸
備
に
は
福
島
正
則
が
入
部
し
、
こ
の
地
方
に
も
本
格
的
な

『近
世
」

が
お
と
ず
れ
る
。
福
島
氏
の
治
世
は
厳
格
な
検
地
を
実
施
す
る
な
ど
き
わ
め
て
厳
し

い
も
の
で
、
一』
の
結
果
芸
備
地
方
に
は
近
世
的
な
村
落
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
．

た
だ
し
、
福
島
氏
の
政
治
は
多
分
に
職
国
の
遺
目
を
残
し
た
も
の
で
、
領
内
の
各
所

に
支
城
が
構
え
ら
れ
、
各
郷
村
に
は
福
島
氏
の
重
臣
が

「代
官
」
と
し
て
居
住
し
、

城
郭
並
み
の
陣
屋
を
構
え
て
支
配
に
当
た
っ
た
。
山
南
地
方
の
場
合
も
、
正
則
の
重

臣
閥
島
美
作
守
が
代
官
と
し
て
来
住
し
、
検
地
を
実
施
す
る
な
ど
厳
し
い
支
配
に
あ

た
っ
て
い
る
。

福
島
氏
の
治
世
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
南
地
方
の
特
壼
品

「備
後
表
」
の
改
良

で
あ
る
。
備
後
表
は
〓
町
時
代
よ
り
備
後
の
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

の
時
代
、
萱
野
の
長
谷
川
新
右
衛
門
が

『中
餞
ぎ
表
」
の
製
法
を
開
発
し
、
生
産
量

が
飛
目
的
に
増
大
し
た
。
中
継
ぎ
表
は
そ
れ
ま
で
の

「引
き
通
し
表
」
で
捨
て
て
い

た
短
い

「
い
革
」
を
途
中
で
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
豊
表
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
、
現
在
の
畳
表
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
福
島
氏
も
こ
の
畳
表
の
改

良
に
は
熱
心
で
、
新
右
衛
門
は
間
島
美
作
守
に
よ
っ
て
士
分
に
取
り
た
て
ら
れ
て
い

る
。江

戸
時
代
、
水
野

・
松
平

・
阿
部
歴
代
の
福
山
藩
主
は
備
後
表
を

『献
上
表
」
と

し
て
将
軍
に
献
上
す
る
こ
と
を
例
と
し
た
が
、
そ
れ
は
福
島
氏
の
先
例
を
踏
襲
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

一θ一



資
料
①
光
照
寺
繰
起

（第

】
七
世
祐
然
筆
）
―

『備
後
光
照
寺
』
よ
リ
ー

縁
起

備
後
州
、
沼
隈
郡
、
山
南
郷
、
金
明
山
、
た
照
キ
者
、
人
工
八
十
五
代
後
堀
川
御
宇
、
安
貞
元
‐

タ

歳
、
相
州
鎌
倉
最
賓
寺
住
持
、
明
光
上
人
所
見
開
創
也
、
明
光
者
源
頼
朝
卿
猶
子
、
而
藤
原
氏
、

天
児
屋
根
命
十

一
世
苗
裔
小
徳
冠
中
臣
御
食
′■
卿
長
ｒ
、
鎌
足
玄
係
、
左
大
臣
右
大
精
従

一
位
内

麻
呂
公
五
代
後
胤
泉
州
太
守
季
平
六
代
孫
、
頼
康
第
四
男
也
、
宿
習
所
職
、
知
文
而
剃
除
髪
髪
、

志
學
而
挙
登
台
嶺
、
策
仰
積
功
、
観
錬
累
徳
、
軍
ｒ
壮
年
屏
１‐―
相
州
、
自
爾
永
絶
交
於
塵
縁
、
専

思
於
覺
路
、
建
久
ご
暦
、
征
夷
大
格
軍
源
頼
朝
卿
、
深
ク
結
受
佛
乗
、
幸

二
寄
附
蔵
地
、
起
立
梵

閣
、
号
御
蔵
山
最
質
寺
、
延
請
明
光
、
講
細
明
導
候
伯
士
庶
帰
恭
敬
崇
相
似

タ
リ
洞
流
朝
巨
海
央
、

光
有
恒
病
、
諸
謂
聖
組
演
利
槃
、
時
属
浅
季
、
機
感
廠
劣
、
四
乗
八
教
難
解
難
入
也
、
時

二
尋
捜

一
）

一
一
・

●
‘
ヽ

，

，
工
ｔ
”
●
一

一卜】・〓書ン″一）二

●
¨

一

´
　

一
ｒ

‘

一

意
趣
絶
推
知
、
造
次
思
之
、
顛
滞
思
之
、
寝
席
不
安
、
療
齋
無
昧
、　
一
日
有
客
云
、
源
空
和
尚
上
足
善
聖
人
、
汗
教
専
修
之
明

師
、
他
力
大
信
之
宗
匠
也
、
可
謂
非
大
衷
畷
湾
抜
滞
溺
之
沈
流
無
極
悲
心
抵
昏
迷
之
失
性
之
仁
也
哉
央
、
今
家
居
越
後
國
、
容

参
彼
師
光
胎
客
語
敬
感
慇
懃
、
承
元
二
歳
権
成
中
旬
、
詣
聖
人
浄
室
、
言
白
、
預
雖
置
懐
於
架
邦
、
柑
愁
弗
察
註
文
、
希
悪

指
魔
疏
決
也
、
聖
人
日
、
大
型
寅
利
有
救
強
剛
三
機
難
化
三
病
懸
難
思
弘
誓
帰
利
他
信
海
、
務
哀
無
蓋
度
斯
度
彼
園
融
至
徳
嘉

号
、
転
悪
成
徳
、
正
智
難
信
金
剛
信
槃
除
疑
獲

‐
１１１
員
理
也
、
爾
者
凡
小
易
修
妙
行
、
愚
鈍
易
往
捷
組
、　
一
代
教
旨
無
如
是
之
特

能
無
徳
号
、
慈
父
能
生
因
、
開
無
光
明
、
悲
母
所
生
縁
、
乖
能
所
因
縁
、
雖
可
和
合
非
信
心
業
識
、
無
到
光
土
真
寅
信
業
識
、

斯
則
為
内
因
光
明
名
父
母
、
斯
則
為
外
縁
、
内
外
国
縁
和
合
、
得
證
報
土
真
身
、
故
宗
師
言
、
以
光
明
名
号
、
掃
化
十
方
、
但

使
信
心
求
念
云
、
真
宗
回
遇
云
、
念
佛
成
佛
真
宗
応
知
親
為
口
授
、
識
勿
出
唇
、
云
々
、
信
受
稟
承
如
潟
瓶
水
、
悲
喜
交
流
、

一
・
”
　

′
″
・

●
■

・・

〓

一

１

■

，

■

Ｉ
Ｉ

Ｔ
‥

―

●
′４
サ

■

『金明山雲縁起」(巻子本)
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仰
師
教
厚
恩
也
美
、
夙
緑
多
幸
、
始
人
専
修
之
秘
扁
、

一
念
大
利
、
即
得
往
生
、
住
不
退
転
、
平
業
成
之
奥
願
、
都
得
骨
髄
、

歓
喜
充
心
、
踊
躍
溢
身
、
爾
来
師
資
遊
履
常
州
、
時
到
機
調
、
四
衆
信
伏
、
人
部
順
仰
、
聖
人
日
、
予
念
弘
法
於
片
西
、
仁
往

到
遂
志
、
不
能
固
辞
、
亦
所
自
願
也
、
予
藪
光
豊
自
像

一
雌
、
而
篤
博
窮
爾
信
請
師
染
筆
許
容
書
於
若
我
成
佛
、
十
方
衆
生
、

称
我
名
号
、
下
至
十
贅
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覺
、
彼
―‥サーー
今
現
在
成
佛
、
営
知
本
誓
重
願
不
虚
、
衆
生
橋
念
必
得
往
生
真
文
、

更
書
壽
像
面
前
之
字
、
叉
像
左
方
仰
為
明
光
書
六
字
賓
号
、
賜
於
是
己
実
、
建
保
ノ
歳
、
護
持
此
書
、
離
座
下
、
来
営
国
単
動

浄
業
、
洪
弘
専
修
、
四
方
伏
帰
如
加
風
於
卿
、
開
創
汗
宇
、
住
持
十
有
餘
年
也
、
是
此
営
寺
之
濫
腸
也
夫
、
爾
時
博
附
聖
師
之

口
決
於
第
二
世
明
空
即
明
光
之
息
也
光
帰
花
洛
、
徒
安
貞
元
√
首
夏
下
旬
不
例
、
同
年
五
月
十
六
日
辰
名
息
絶
畢
ヌ
時

二
年
六

十
有
四
、
葬
東
山
鳥
部
成
日
体
遺
命
納
典
籍
遺
骨
於
営
寺
也
野
週
迩
絡
素
、
断
腸
泣
涙
、
不
違
羅
綾
所
上

二
記
之
明
光
上
人
真

影
者
、
光
之
息
有
良
誓
者
譲
興
乎
、
彼
誓
之
後
孫
暦
世
号
贅
田
院
、
崇
敬
真
影
即
営
寺
ノ
末
葉
也
、
然
憑
光
之
餘
裔
、
自
大
矯

倣
、
不
随
順
営
寺
之
規
則
僣
憤
持
真
影
出
奔
裏
方
依
之
常
山
之
重
賓
欠
其

一
可
悲
之
甚
キ
者
也

第
二
世
明
尊
、
此
時
建
武
三
年
、
存
党
Ｌ
人
下
向
営
■
、
国
明
尊
之
願
望
三
流
八
幅
之
紳
件
、
以
本
博
指
固
蓋
工
者
法
眼
隆
園

也
、
第
四
世
教
空
、
筑
紫
探
題
大
友
宿
禰
義
直
者
、
明
光
後
胤
也
、
所
以
帰
投
明
尊
、
剃
髪
相
承
空
即
是
色
、
依
教
空
、
欣
慕
、

存
覺
上
人
ノ
製
作
歩
船
抄
、
第
五
―ｌｔ
教
願
、
依
此
願
鳥
選
択

‐
――…
解
抄
両
書
見
浄
博
目
録
也
第
六
了
空
、
第
七
世
賢
祐
、
第
八
世

祐
信
、
第
九
世
祐
永
、
第
十
世
祐
尊
、
第
卜

．
―――
祐
諄
構
大
贈
都
、
第
十
二
世
祐
岸
、
第
十
二
世
祐
恢
北
堂
者
准
如
上
人
御
孫
、

河
内
顕
證
寺
之
息
女
也
第
十
四
ｌｉｔ
祐
旋
確
大
＝
都
、
第
ト
ーｉ
ｌｌｔ
祐
観
、
第
十
六
世
祐
海
賓
暦
四
ぽ
正
月
十
四
日
十
八
歳
而
寂
祐

然
清
水
中
納
言
殿
之
男
、
賓
暦
Ｌ

‐‐
‐

―ＩЧ
＝
人
院
、
ド
時
九
成
、
寅
ｒｉ
州
銀
山
清
水

一
之
右
衛
門
子
也

―θ―



資
料
②

『
沼
限
郡
誌
』
―
仏
閥
日
、
古
城
主
綱
よ
リ
ー

織

南

山

中
国
檀
林

悟
員

寺

讐
」
貯
綜

　

本
奪
は
阿
彊
陀
如
末
、
開
創
由
緒
左
の
如
し
。

往
昔
１１
光
明
院
ｔ
名
け
て
天
台
宗
な
り
ι
．，
人
皇
八
十
六
代
、
四
探
院
の
高
腋
三
Ｔ
酉
歳
本
宗
大
三
藤
鵠
主
諄
師
真
忠
大
和
街
筑
後
國
書

導
寺
に
下
り
第
二
祀
正
宗
国
師
に
謁
ｉ
浄
土
宗
の
奥
旨
を
相
承
ι
霊
四
年
同
州
ふ
り
露
開
の
瑚
奮
院
に
留
場
じ
浄
上
の
信
徒
を
教
化
ｔ
孝

を
浄
土
宗
１１
改
む
ｏ
而
し
て
相
州
鐵
倉
に
躊
り
光
明
寺
―■
於
く
遷
化
す
。
事
て
買
栞
悪
張

の
二
代
を
経
く
後
無
住
な
り
し
が
延
文
二
丁
酉
議
鎌
倉

光
明
寺
七
世
の
主
聖
審
上
人
三

祀
輝
師
の
漁
跡
■
ら
に
依
つ
て
鎌
倉
１
り
下
嗜
常
寺
を
再

興
ｆ
此
時
店
の
終
南
山
に
模

擬
し
て
絡
南
山
光
明
院
悟
員
寺
ぜ
公
稀
す
。
此
頃
雨
備
藝
三
日
の
探
題
職
御
調
郡
八
幡
の

城
主
轟
川
佐
兵
衛
佐
聖
審
上
人
に
帰
依
し
該
父
浄
榮
人
居

士
の
位
牌
を
納
め
供
養
料
ｔ

ι
て、古
日
七
畝
歩
境
内
並
に
畑
五
段
歩
山
林

一
丁
歩
免
視

せ
ら
れ
其
他
浄
財
を
投
じ
諸

宇
伽
鑑
を
書
繕
し
寺
門
是
ょ
り
盛
に
し
て
中
国
覆
林
ご
藉
オ
．後
長
春
房
番
心
霧
乗
春
博

春
を
経
く
寺
勢
漸
く
衰
績
し
享
縁
二
年
よ
り
元
亀
三
年
ま
で
四
十
二
年
間
ホ
性
職
な
く

泰
春
・電
審
ｏ
繁
審
の
三
人
諄
く
看
使
す
．
姦
に
天
文
五
丙
申
歳
毛
利
の
庭
下
大
友
大
夫
丹

波
の
桑
田
部
ｉ
”
富
圧
に
韓
¨
姓́
を
集

田

せ
吹
め
常
椰
を
領
有
す
依
て
常
寺
を
盟
寺
ｔ

し
獨
力
に
て
伽
饉
を
修
籍
―
延
文
の
蕃
制
に
復
ぜ
嗜
極
戸
ι
此
の
時
よ
り
繁
榮
こ
り
、慶

長
五
庚
子
歳
富
寺
十

一
世
感
龍
代
毛
利
家
封
を
創
ら
れ
扁
島
左
衛
門
大
夫
入
園
す
横
地

し
て
前
記
の
除
地
を
漫
政
し
置
に
鷲
敷
式
畝
式
拾
歩
山
林
壼
畝
歩
を
廃
ｆ
後
毒
讃
九
岸
簿
知
を
経
く
言
寺
十
五
世
存
回
の
代
元
議
十
三
年

領
主
松
李
伊
繰
守
よ
り
言
寺
の
繰
由
を
微
す
”
く
前
記
の
旨
を
進
逮
す
事
で
教
警

願
春
・
宝
春
・
慎
春
を
経
く
十

一
世
員
響
の
代
安
永
四

乙
未
歳
領
主
阿
部
家
１
１
獨
蔵
格
を
徹
仰
付
後
鰍
看
・
凡
春
・梁
響
を
隠
て
二
十
五
世
辣
春
の
代
安
政
六
巳
未
餞
華
頂
御
殿
よ
り
御
好
舅
成

を
蒙
り
御
紋
籍
警
等
御
免
あ
り
叉
領
土
阿
部
家
の
三
圭
巡
國
０
都
度
宙
寺
に
休
油
す
”
て
灯
績
幕
に
領
土
の
故
を
付
ろ
を
免
す
右
最
初
開

山
よ
り
前
住
察
識
に
至
る
ま
で
几
く
十
六
繊
嘉
積
二
年
ょ
り
明
治
十
二
年
ま
で
六
百
四
十
三
年
権
略
如
此
．

本
堂
・
観
舌
堂
ｏ
地
蔵
堂
は
寛
延
二
年
再
建
、
山
間
は
天
文
五
年
、
庫
裏
は
安
政
五
年
の
改
築
、
鐘
棲
は
左
甚
五
郎
の
作
〓

惇

ふ
る
も
の
を
明
治
十

一
年
能
登
原
賓
大
寺
よ
り
移
建
せ
し
も
の
、
釣
鐘
は
明

浄
十
一
年
二
月
の
再
鏑
、
現
位
は
藤
井
了
藪
、
種
徒
三
二
六
戸
。

寺 員 1吾 村 南 山

―′―



山
南
郷
田
中
新
次
郎

給
地

反
銭
夫
錢
等

桑
日
系
圏秀

郷
睡
牌
―
―
―
―
‐干
常
‥　
　
…

…
　

能
成

一―
親
秀
…
…
…
…
…
…
親
治
　
　
　
　
　
義

長
法阪睡膠

‐―大＝＝リ

信

教

―
元
房
隆
ｒ
ｌ
府
義

資
料
③
彙
田
凛
文
書

（広
島
県
史
古
代
中
世
資
料
綱
Ⅳ
よ
り
）

桑
田
文
書

一　
澁
川
義
正
宛
行
状

（備
後
沼
隈
郡
）

山
南
之
郷
田
中
新
次
郎
給
地
之
事
、
如
手
次
遣
侯
、
但
反
錢
夫
錢
之
事
其
外
諸
役
等
、
守
先
例
可
相
懃
者

也
、
謹
言
、天

文
十
六

十

一
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
正

（花
押
）

桑
田
藤
三
と
の
へ

能
直
艶
翡
椛
撃
ほ
―大に
‐
・

―ゴθ―
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―             スケジユァル・見学地の概要
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